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町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,935人（－14）　男 4,929人（+1）　女 5,006人（－15）
　　　　　　　　　出生 2人　 死亡 8人　 転入 23人　 転出 31人
　　　　　　　　　世帯数 3,435世帯（+6）
　　　　　　　　　※平成23年６月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

　

お
い
し
い
お
茶
が
勢
ぞ
ろ
い

　
　
　
　
　

第
36
回
宇
治
田
原
町
茶
品
評
会

最初に行われた外観審査

　

第
36
回
宇
治
田
原
町
茶
品
評

会
が
６
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
や

ま
し
ろ
宇
治
田
原
支
店
で
開
か

れ
、
新
茶
の
出
来
栄
え
を
競
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、煎
茶
の
部
に
２
点
、

か
ぶ
せ
茶
の
部
に
10
点
、
玉
露

の
部
に
９
点
、
て
ん
茶
の
部
に

12
点
が
出
品
。
京
都
府
農
林
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所

の
吉
田
一
夫
所
長
を
審
査
長
に
、

茶
業
関
係
機
関
の
専
門
家
が
審

査
。
出
品
茶
の
外
観
（
茶
葉
の

形
状
・
色
つ
や
な
ど
）、
香
気

（
お
茶
の
香
り
）、
水
色
（
お
茶

の
色
）、
滋
味
（
お
茶
の
味
な

ど
）
を
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
。

　

吉
田
審
査
長
は
「
本
年
は
、

平
均
気
温
が
３
月
に
入
っ
て
か

ら
も
平
年
よ
り
低
く
経
過
し
降

水
量
も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

新
芽
の
始
動
が
遅
く
な
り
、
茶

業
研
究
所
に
お
け
る
平
成
23
年

の
一
番
茶
萌
芽
日
は
、
前
年
よ

り
７
日
遅
く
、
平
年
よ
り
１
日

遅
い
４
月
７
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
気
温
が
や
や
低
め

に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
茶
摘

み
の
時
期
も
例
年
よ
り
か
な
り

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
出
品
さ

れ
ま
し
た
お
茶
は
、
生
産
者
皆

様
の
ご
努
力
に
よ
り
、
外
観
、

内
質
と
も
に
優
れ
て
い
ま
し
た
」

　

玉
露
の
部

▼
最
優
秀
賞
＝
並
木

秀
和
（
２
０
０
点
）

▽
優
秀
賞
＝
西
出
勇

（
１
９
９
点
）
▽
優

良
賞
相
当
＝
並
木
秀

樹
（
１
９
７
点
）
▽

優
良
賞
＝
並
木
泰
義

（
１
９
５
点
）
▽
佳
良

　

煎
茶
の
部

▽
優
秀
賞
＝
森
田
芳
紀
（
２
０

０
点
）

　

か
ぶ
せ
茶
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝
下
岡
清
富
（
２

０
０
点
）
▽
優
秀
賞
＝
奥
谷
輝

夫
（
１
９
９
点
）
▽
優
良
賞
相

当
＝
下
岡
京
子
（
１
９
８
点
）

▽
優
良
賞
＝
森
口
半
一
（
１
９

▽
優
秀
賞
＝
並
木
秀
樹
（
１
９

９
点
）
▽
優
良
賞
＝
並
木
泰
義

（
１
９
８
点
）
▽
優
良
賞
相
当

＝
並
木
秀
和
（
１
９
５
点
）
▽

佳
良
賞
＝
新
井
章
弘
（
１
９
５

点
）▽
佳
良
賞
＝
森
田
芳
紀（
１

９
４
点
）

※「
相
当
」
と
あ
る
の
は
、
同

一
生
産
農
家
で
同
種
類
の
茶

が
２
点
以
上
入
賞
し
た
場
合

は
、
上
位
１
点
に
限
定
す
る

と
い
う
開
催
要
領
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

■問
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
支
店
（
☎
８

８-

２
０
３
４
）
／
産
業
振
興

課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

　

て
ん
茶
の
部

　

地
域
の
防
災
力
ア
ッ
プ
へ

　
　
　
　
　

奥
山
田
消
防
団
支
援
隊
発
足
式

　

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防

団
の
活
動
を
平
時
よ
り
支
援
す

る
消
防
団
支
援
隊
が
、
奥
山
田

地
域
で
組
織
化
さ
れ
、
発
足
式

が
６
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
式
で
は
、
支
援
隊
を
代

表
し
て
上
辻
正
博
隊
長
に
奥
田

町
長
よ
り
辞
令
交
付
。
奥
田
町

長
は
「
東
日
本
大
震
災
や
環

境
の
変
化
に
伴
う
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
り
地
域
の
消
防
力

の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い

る
。
人
口
が
減
少
し
消
防
団

員
の
確
保
が
難
し
い
状
況
の

中
、
災
害
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
地
域
防
災
の
要
と
な

る
消
防
団
活
動
を
平
常
時
よ

り
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
隊
の

存
在
は
と
て
も
重
要
。
支
援

隊
の
皆
さ
ん
に
は
、
奥
山
田

支
部
団
員
と
連
携
し
な
が
ら

の
活
動
に
期
待
し
ま
す
」
と

奥田町長より辞令交付を受ける上辻隊長

最初に行われた外観審査

奥田町長より辞令交付を受ける上辻隊長

　最優秀賞
　玉 露 の 部

　並木秀和さ
ん

　かぶせ茶の部

　下岡清富さ
ん

と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

賞
＝
奥
谷
輝
夫
（
１
９
１
点
）
▽

佳
良
賞
相
当
＝
西
出
勇
一
（
１

８
８
点
）

６
点
）
▽
佳
良
賞
＝
安
井
徳
昭

（
１
９
４
点
）
▽
佳
良
賞
＝
大

川
正
泰
（
１
８
９
点
）

特集　大雨や長雨にご注意 ………Ｐ２
　　日常にしかできない災害への備えを
特集　夏場の節電 ……………………Ｐ３
　　ピークカットにご協力を
茶の里伝言板 ……………Ｐ４･５･６･７
求ム宇治田原力 ともに創るまちづくり運営委員募集／今月24日地デジ
化／食中毒に要注意 家庭でできる予防のポイント／犯罪被害者等支援
条例を制定／国保40歳以上の特定健診／75歳以上の健診ほか

今月の案内欄 ………………Ｐ８･９･10
ご存じですか 心の教育相談室／認知症介護相談会／みんなで宇治田
原の環境と自然を考えよう／ゆかた着付け教室／ギャラリーバス展示
作品募集／住民プール７月15日オープン／モニター通信／茶論　ほか

挨
拶
。
桝
村
昌
弘
消
防
団
長

は
「
消
防
団
員
の
先
輩
と
し
て

知
識
・
経
験
を
活
か
し
、
団
員

の
相
談
相
手
、
よ
き
理
解
者
と

し
て
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
、
上
辻
繁
夫
区
長

は
「
消
防
団
と
協
力
し
て
地
域

の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　

奥
山
田
支
援
隊
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▼
隊
長
＝
上
辻
正
博
▼
隊
員
＝

山
中
順
、
森
井
学
、
小
山
義
輝
、

上
辻
茂
、
辻
俊
夫
、
浅
田
豊
春
、

西
尾
篤
、
田
和
覚
司
、
葛
川
和

宏
　

な
お
、
任
期
は
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
。

■問
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６
３

１
）
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大
雨
や
長
雨
に
ご
注
意

　
　
　
　
　

日
常
に
し
か
で
き
な
い
災
害
へ
の
備
え
を

＝お問合せ＝
宇治田原町総務課
宇治田原町消防団
 （☎88－6631）

京田辺市消防署宇治田原分署
 （☎88－5500）

　

大
雨
や
長
雨
が
多
い
こ
の
季
節
。
が
け
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
や
洪
水
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
局
地
的
な
集

中
豪
雨
。
山
に
囲
ま
れ
た
本
町
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
危
険
を
早
く
知
る
た
め
、
降
雨
時
な
ど
は
、

気
象
情
報
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
万
一
の
際
に

後
悔
し
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
の
備
え

　

■
家
族
で
防
災
を
考
え
る

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
と
き
の
家
族
の
行
動
、

安
全
な
避
難
経
路
や
避
難
場
所

を
宇
治
田
原
町
防
災
マ
ッ
プ

（
土
砂
災
害
・
田
原
川
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
活
用
し
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
品
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 特

　集

　

■
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
る

風
水
害
対
策
は　

情
報
の
収
集
か
ら

　

災
害
時
は
正
確
な
情
報
と
早

め
の
避
難
が
命
を
救
い
ま
す
。

気
象
庁
や
京
都
府
、
町
か
ら
の

情
報
に
注
意
し
、
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
テ
レ
ビ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

　

リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
、
町
の
気
象
情
報
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す
。

　

●
パ
ソ
コ
ン

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
防
災
情

報
」
か
ら
各
種
情
報
を
確
認
で

き
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
次
の

ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
。

▼
京
都
地
方
気
象
台

http://w
w

w
.jm

a-net.go.jp/
kyoto/

▼
河
川
の
水
位
情
報
＝
京
都
府

河
川
防
災
情
報

http://chisuibousai.pref.
kyoto.jp/

▼
土
砂
災
害
警
戒
情
報
＝
京
都

府
土
砂
災
害
監
視
シ
ス
テ
ム

http://dosyabousai.pref.
kyoto.jp/M

udslideSupport/
G

eneralTop

　

●
携
帯
電
話

　

地
域
の
気
象
や
防
災
情
報
な

ど
を
、
京
都
府
で
は
携
帯
メ
ー

ル
へ
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
、anzen@

k
-a

n
sh

in
.p

ref.k
yo

to
.jp

に
携
帯
電
話
か
ら
空
メ
ー
ル
を

送
信
。
返
信
メ
ー
ル
に
従
っ
て

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
市
町
村
か
ら
の
情
報

発
信
」の
画
面
で「
宇
治
田
原
町
」

を
選
択
す
る
こ
と
で
宇
治
田
原

町
か
ら
の
安
心
・
安
全
情
報
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
安
心
・
安
全
メ
ー
ル

は
防
犯
情
報
や
子
ど
も
達
を

狙
っ
た
不
審
者
に
関
す
る
情
報

も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

●
サ
イ
レ
ン
で
避
難
情
報

　

町
か
ら
状
況

に
応
じ
て
地
域

ご
と
に
避
難
に

関
す
る
情
報
を

３
段
階
に
分
け

て
発
令
。

　

た
だ
し
、
同

じ
地
域
で
も
場

所
に
よ
っ
て
状

況
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
周
辺

の
様
子
を
判
断

し
、
早
め
に
自

主
避
難
す
る
よ

サイレンによる避難信号
サ　　　イ　　　レ　　　ン

○－　　　休止　　　○－　　　　休止　　　○－　
 約１分　　５秒　　　約１分　　　５秒　　　約１分

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
準
備
情
報
…
事
態
の
推

移
に
よ
っ
て
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
を
行
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

避
難
の
準
備
を
呼
び
か
け
る
た

め
発
令
。

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
災
害

時
要
援
護
者
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど

避
難
に
時
間
の
か
か
る
方
）
の

方
々
は
避
難
を
開
始
し
た
り
、

災
害
時
要
援
護
者
の
家
族
や
近

隣
、
支
援
者
の
方
々
は
避
難
の

た
め
の
支
援
行
動
を
始
め
て
く

だ
さ
い
。

■
避
難
勧
告
…
災
害
の
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に

発
令
。

　

避
難
勧
告
が
出
た
ら
避
難
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
指
示
…
避
難
勧
告
よ
り

さ
ら
に
災
害
発
生
の
危
険
性
が

非
常
に
高
い
と
き
に
発
令
。
避

難
指
示
が
出
た
ら
避
難
行
動
中

の
方
は
す
ぐ
に
避
難
を
完
了
さ

せ
、
ま
だ
避
難
し
て
な
い
方
は

直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
ラ
ジ
オ

　

停
電
時
の
情
報
は
ラ
ジ
オ
か
ら
。

　

大
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
道

路
の
寸
断
や
多
発
す
る
火

災
な
ど
で
、
消
防
や
警
察

が
十
分
対
応
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
心
構
え
で
積
極
的

に
自
主
防
災
組
織
に
参
加

し
、
災
害
に
強
い
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

東
北
応
援
レ
ポ
ー
ト

　
「
震
災
か
ら
…

　
災
害
を
正
し
く
怖
が
る
」

　宇治田原消防分署 

北村秀人 主任

　

私
は
３
月
20
日
か
ら
24
日
ま

で
宮
城
県
南
三
陸
町
志
津
川
地

区
に
お
い
て
、
緊
急
消
防
援
助

隊
京
都
府
第
４
次
派
遣
隊
と
し

て
救
助
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

第
４
次
隊
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
命
を
救
助
す
る
こ
と
を

最
優
先
と
し
、
人
力
で
が
れ
き

を
排
除
し
な
が
ら
の
活
動
で
し

た
。
一
度
、
人
命
検
索
活
動
し

た
場
所
の
再
検
索
で
あ
る
こ
と

と
、
発
生
か
ら
時
間
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
５
名
の

方
の
ご
遺
体
の
発
見
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
活
動
し
た
南
三
陸

町
や
三
陸
海
岸
の
ま
ち
は
ま
る

で
大
規
模
な
工
事
現
場
の
よ
う

で
し
た
。
活
動
拠
点
か
ら
消
防

車
で
現
場
に
向
か
う
途
中
。
山

間
の
道
を
抜
け
視
界
が
開
け
る

と
、灰
色
の
泥
と
建
物
の
残
骸
、

が
れ
き
が
海
岸
ま
で
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
呆
然
自
失
。
あ
ま

り
の
光
景
に
言
葉
を
失
い
ま
し

た
。
海
に
近
い
と
こ
ろ
に
病
院

や
合
同
庁
舎
の
白
い
残
骸
が
あ

り
、
民
家
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
に
は
基
礎
だ
け
が
残
っ

て
い
て
、
そ
の
上
に
は
が
れ
き

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

川
の
中
に
は
何
台
も
の
車
が
ひ

し
ゃ
げ
て
一
つ
の
塊
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威
は
瞬

く
間
に
、
多
く
の
人
命
と
そ
の

人
々
が
築
き
上
げ
た
も
の
を

奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
来

る
」
と
言
い
始
め
た
と
言
わ
れ

て
い
る
、
物
理
学
者
の
寺
田
寅

彦
の
言
葉
に「
正
当
に
怖
が
る
」

と
い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
。
14

校
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
ほ
ぼ
全
員
が
助
か
っ
た
岩

手
県
釜
石
市
で
は
、
普
段
か
ら

日
々
の
授
業
を
活
用
し
な
が
ら

防
災
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
小
学
校
の
児
童
達
は
、
地

震
発
生
直
後
、
指
定
避
難
場
所

で
あ
る
高
台
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
ま
で
避
難
。
し
か
し
裏
側
の

崖
が
崩
れ
、
危
な
い
と
判
断
し

さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
福

祉
施
設
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。

そ
の
直
後
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
津
波
に
の
ま
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
「
正
し
く
怖
が
る
」

こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
正
し
く

避
難
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め

に
は
、
災
害
を
正
し
く
知
り
、

適
切
に
備
え
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
る
の

か
、そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
知
識
・

物
を
用
意
し
備
え
、
そ
の
時
々

に
合
わ
せ
最
善
を
尽
く
す
こ
と

で
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
来

る
」
と
言
い
ま
す
。
日
頃
か
ら

災
害
を
「
正
し
く
怖
が
り
、
正

し
く
備
え
て
」
く
だ
さ
い
。

▲

各
世
帯
に
配
布
し
た
防
災
マ
ッ
プ
。
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲自主防災会の防災訓練
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通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

　

夏
の
節
電

　
　

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
ご
協
力
を

節電チェックシート 夏場における１日の電気の使われ方

～～

（消費電力量）

0 9 13 16 20 （時）

ピークを下げるピークを下げる

夏の午後２時頃の消費電力（平均）

エアコン
53%

冷蔵庫
23%

テレビ 5％

照明 5％
温水洗浄便座 0.8％
パソコン 0.3％

待機電力 4％
その他 10％

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
な
ど
の
影
響
か
ら
、

電
力
の
使
用
が
多
く
な
る
夏
場
に
、
電
力
不
足
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
瞬
間
的

な
電
力
使
用
が
ピ
ー
ク
と
な
る
平
日
の
昼
間
（
午
前
９

時
～
午
後
８
時
）、
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
の
く
ら
い

節
電
す
れ
ば
い
い
の
？

目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
家

庭
で
は
電
力
使
用
が
大
き
い
平

日
昼
間
の
節
電
に
、
10
％
以
上

を
目
途
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
夏
場
の
節
電
に
つ
い

て
は
、
電
力
会
社
は
、
全
体
で

は
11
％
で
足
り
る
が
、
病
院
な

ど
節
電
が
難
し
い
機
関
を
除
い

て
は
15
％
削
減
を
目
標
に
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
最
大
10
％
、
近
畿

２
府
４
県
で
つ
く
る
関
西
広
域

連
合
で
は
５
～
10
％
を
目
標
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

無
理
せ
ず
効
率
的
に

節
電
を

　

家
庭
で
消
費
電
力
が
最
も
大

き
い
の
は
エ
ア
コ
ン
。
次
に
冷

蔵
庫
。
テ
レ
ビ
、
照
明
と
続
き

ま
す
。
消
費
電
力
が
大
き
い
電

化
製
品
の
節
電
が
効
果
的
で
す
。

　

節
電
の
方
法
と
し
て
①
使
用

量
を
減
ら
す
②
使
用
時
間
を
ず

ら
す
③
家
電
を
省
エ
ネ
タ
イ
プ

に
替
え
る
、
の
３
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
会
社
で
は
、
毎

日
の
電
力
の
需
給
状
況
を
「
で

ん
き
予
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
状
況
に
応
じ
て「
厳
し
い
」

を
赤
、「
や
や
厳
し
い
」
を
黄
、「
安

定
」を
緑
で
、イ
ラ
ス
ト
を
使
っ

て
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

取り組んでいただきたい節電対策メニュー 節電効果
削減率 削減消費電力

チェック

エ
ア
コ
ン

冷
蔵
庫

照
明

Ｔ
Ｖ

温
水
洗
浄
便
座

（
暖
房
便
座
）

炊
飯
器
待
機
電
力

①室温28℃を心がけましょう。

②＂すだれ＂や＂よしず＂などで窓からの日差しを
　　和らげましょう（エアコンの節電になります）

③無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機
　　を使いましょう。

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは電力の増加につながるので注意しましょう。

④冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を
　　開ける時間をできるだけ減らし、食品をつめ
　　こまないようにしましょう。

⑤日中は照明を消して、夜間もできるだけ減
　　らしましょう。

⑥省エネモードに設定するとともに画面の輝度
　　を下げ、必要な時以外は消しましょう。

⑦便座保温･温水のオフ機能、タイマー節電機
　　能があれば、これらを利用しましょう。

⑧上記の機能がなければコンセントからプラグ
　　を抜いておきましょう。

⑨早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、
　　冷蔵庫に保存しましょう。

⑩リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切り
　　ましょう。長時間使わない機器はコンセントか
　　らプラグを抜いておきましょう。

10% 130W

% W

2% 25W

2% 25W

1%未満 5W

2% 25W

5% 60W

2% 25W

50% 600W

10% 120W

※設定温度を 2℃上げた場合

いずれかの対策により

※標準→省エネモードに設定し、
　使用時間を2／3に減らした場合

外出している時にも、④⑦⑧⑩の対策に取りくみましょう。

削減率の合計が約10％をこえるように節電しましょう。

エアコンの控過ぎによる熱中症などに気をつけて、無理のない範囲で節電しましょう。

東日本大震災

義援金ありがとうございました
19,497,273円（６月24日現在）

　未曾有の被害をもたらした東日本大震災。皆さんか
ら多くの義援金をお届けいただきました。
　ご協力ありがとうございました。
　義援金は日本赤十字社を通じ、被災地の復興支援に
役立てられます。
　今後も引き続き、ご支援よろしくお願いします。

義援金受付
募金箱設置場所
役場・総合文化センター・町社会福祉協議会・中央公
民館・林業センター・宇治田原消防分署

受付口座
京都銀行宇治田原支店　普通口座　３４１３８７４
「日本赤十字社京都府支部・山城地区・宇治田原分区」
■問 福祉課（☎88－6635）

でんき予報のイメージ

安 定 やや厳しい 厳しい

特
　集

　

決
め
ら
れ
た
具
体
的
な
数
値

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
、
で
き
る
範

囲
で
の
効
率
的
な
節
電
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、

エ
ア
コ
ン
の

控
え
過
ぎ
に

よ
り
熱
中
症

な
ど
に
は
十

分
気
を
つ
け

て
、
無
理
の

な
い
節
電
を

心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

電 力 需 要 の 内 訳

大規模
　工場など

38%

家　庭
35%

小規模工場、コンビニなど　4％

デパート、ホテル
オフィスビルなど

23%
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あなたとともにまちづくり

■問＝問合せ先／■申＝申込先

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ
田 原 支 店（0774）88－2005
宇治田原支店（0774）88－2034

い
つ
も

一
緒
に
ね
。

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％
扌
〔変動金利型〕

最大軽減金利

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％

〔変動金利型〕

最大軽減金利

今年の夏休みはエコな おでかけ！
地球にやさしいノーマイカー促進事業

エコ・バスファミリー
７月21日～８月28日は

大人１人分の運賃で
同伴の小学生以下２人まで 無 料

☆町内発着の京阪宇治バスの路線バスで、降車時に指定のチケットを運賃箱に
入れると、大人１名の運賃で同伴の小学生以下２名まで無料で利用できます。

☆チケットは事前に町内の小学校で児童に配布します。また役場、総合文化セ
ンターでも備え付けています。 ■問 企画・財政課（☎88－6632）

今
月
25
日
地
デ
ジ
化

　
「
ア
ナ
ロ
グ
」
表
示
の
Ｔ
Ｖ

　

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
テ
レ
ビ
画
面
の
上
下

に
黒
帯
や
画
面
右
上
に
「
ア
ナ

ロ
グ
」の
表
示
が
あ
る
場
合
は
、

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
も
７
月
24

日
正
午
以
降
ご
覧
い
た
だ
け
な

く
な
り
ま
す
。
表
示
が
あ
る
場

合
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

地
デ
ジ
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
８

月
26
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
に

デ
ジ
サ
ポ
京
都
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
、
対
応
し
ま
す
。

開
催
期
間
と
時
間　

８
月
26
日

（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
〈
土
曜
日
以
外
は
、
相

談
専
用
電
話
設
置
〉

　

デ
ジ
サ
ポ
京
都
で
は
、
電
話

相
談
や
高
齢
者
宅
へ
の
戸
別
訪

問
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
デ
ジ
サ
ポ
京
都
〔
総
務
省
京

都
府
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
〕（
☎
０
７
５-

３
３
０-

３

０
３
０
午
前
９
時
～
午
後
９
時

＊
土
日
祝
＝
午
後
６
時
ま
で
・

FAX
０
７
５-

２
１
２-

９
１
１
５･

http://w
w

w
.digisuppo.jp/

）

　

地
デ
ジ
化
に
よ
る

　

Ｔ
Ⅴ
の
買
替
え
な
ど

　
　

適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル
を

　

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液

晶
・
プ
ラ
ズ
マ
）
は
法
に
基
づ

い
た
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

と
し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
排
出
を

◆
販
売
店
に
引
き
渡
す

　

買
替
え
・
購
入
し
た
販
売
店

で
引
取
り
を
依
頼
す
る
。

◆
ご
自
身
で
指
定
引
取
場
所
に

持
ち
込
む

①
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
を
納
付
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

券
の
交
付
を
受
け
る
。

②
指
定
引
取
場
所
（
運
送
会
社

等
）
へ
家
電
品
と
リ
サ
イ
ク
ル

券
を
自
己
搬
入
（
無
料
）
す
る
。

◆
町
に
収
集･

運
搬
を
依
頼
す
る

①
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
を
納
付
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

券
の
交
付
を
受
け
る
。

②
町
に
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
持
参

し
、
収
集
運
搬
料
金
（
３
，０
０
０

円
／
１
台
）
を
支
払
い
、
収
集

日
時
を
申
し
込
む
。

③
収
集
日
に
町
が
収
集
。

※
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
洗
濯
機

も
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

求ム 宇治田原力
ともに創るまちづくり運営委員 募集

　町では協働のまちづくりの指針となる「町ともに創るまちづくり
推進計画」を５月に策定。その推進母体となる「（仮称）ともに創
るまちづくり推進協議会」を本年度に設立することとしています。
　この協議会に、会を総括する運営委員会を設けるにあたり、協働
のまちづくりの取組に一緒に汗をかいていただける運営委員を募集
します。
　なお、運営委員会は、計画作成を担っていただいた推進委員会の
皆さんと一般公募の委員で構成されます。
　あなたの力を宇治田原のまちづくりに活かしてみませんか。
対　　象　町内在住または在勤の18歳以上の方
募集人員　２名（応募多数の場合は選考。選考結果は郵送で通知）
応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号・職業・志望動機（200字

程度）を記入のうえ、ＦＡＸ・郵送・メール・持参
募集締切　７月11日（月）

■問・■申 ともに創るまちづくり推進委員会事務局
　　　（企画・財政課内☎88－6632・〒610－0289　荒木西出10
　　　Eメール kikakuseisaku@town.ujitawara.kyoto.jp）

25日以降

※協議会の会員は町民の窓８月号で募集する予定です。

提言

「ともに創るまちづくり」の推進

宇治田原町ともに創るまちづくり推進条例
●平成22年４月１日制定・施行

ともに創るまちづくり　推進計画
●平成23年５月制定

ともに創るまちづくり　推進委員会

自主的な
活動団体 ボランティア団体区・自治会

大学の知 町
まちづくり活動
を行う個人

自主的な活動
の実践者など
10名で構成具現化

ともに創るまちづくり推進協議会

・計画の推進、進行管理の主体、
・まちづくりの課題に対する仕分け
・協議会主催事業の実施、住民、職
　員ともに学ぶ場の開設　　など

　（仮 称）

ともに創るまちづくり推進協議会 イメージ

運営委員会

部会 部会部会



１

６

５ ４
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冷
凍
や
冷
蔵
が
必
要
な
食
品

は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮

食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し

ま
し
ょ
う
。
消
費
期
限
な
ど
の

表
示
の
あ
る
食
品
は
日
付
を
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
を
し
っ
か
り
と
洗
い
ま
し
ょ

う
。

　

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、

洗
わ
ず
に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板

で
、
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食

　

料
理
を
始
め
る
前
に
…

　

食
中
毒
菌
の
多
く
は
加
熱
で

死
滅
し
ま
す
。
目
安
は
、
中
心

部
の
温
度
が
75
℃
（
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
の
予
防
に
は
85
℃
）
で
１

分
間
以
上
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。

電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
き
は
、

調
理
時
間
に
気
を
つ
け
て
、
熱
の

伝
わ
り
に
く
い
も
の
は
、
時
々

か
き
混
ぜ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具

を
使
い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り

付
け
ま
し
ょ
う
。
温
か
く
食
べ

る
料
理
は
常
に
温
か
く
（
65
℃

以
上
）、
冷
や
し
て
食
べ
る
料

理
は
常
に
冷
た
く（
10
℃
以
下
）

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
容

器
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵

す
る
場
合
は
早
く
冷
え
る
よ
う

に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保

存
し
ま
し
ょ
う
。
残
っ
た
食
品

を
温
め
直
す
と
き
は
75
℃
以
上

を
目
安
に
十
分
に
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し

い
と
思
っ
た
ら
、
食
べ
ず
に
捨

て
ま
し
ょ
う
。
口
に
入
れ
る
の

は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
長
寿
課（
☎
８
８-

６
６

３
６
）

　

買
い
物
を
す
る
と
き
は
…

　

食
品
を
保
存
す
る
と
き
は
…

　

料
理
を
す
る
と
き
は
…

　

食
事
の
と
き
は
…

　

食
べ
物
が
あ
ま
っ
た
ら
…

ポイント
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食
中
毒
に
要
注
意

　
　
　

家
庭
で
で
き
る
予
防
の

　

次
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
行
い
、

家
庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

食
中
毒
は
簡
単
な
方
法
を
き

ち
ん
と
守
れ
ば
予
防
で
き
ま
す
。

べ
る
食
品
や
調
理
の
終
わ
っ
た

食
品
を
切
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
洗
剤
で
洗
っ
て
熱
湯
を
か

け
た
後
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

〝
ま
ち
の
名
人
〟
紹
介
し
ま
す

住民グループらの活動サポートに

あんな人
こんな人

Vol.1

　

住
民
グ
ル
ー
プ
等
が
実
施
す
る
教
室
・
講
座
の
指
導
や

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
「
ま
ち
の
名
人
」
24

名
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
趣
味
」「
食
育
」「
も
の
づ
く
り
」
な
ど

に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
を
掲
載
。
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
活
用
・
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ま
ち
の
名
人
の
登
録
・
詳
細
は
町
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

　

ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　

赤
十
字
社
資

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
本
年
度
の
日
本
赤
十
字

社
宇
治
田
原
分
区
社
資
の
総
額

は
、
１
，０
４
０
，８
６
２
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
社
資
は
、
災
害
救
護
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

　ちょっといいこと…献血
　医学が進歩した現在でも、血液を人工的につくり
出すことはできません。けがや病気で必要となった
輸血用血液は献血によってしか確保できず、新鮮な血
液を十分確保するには、絶えず誰かの献血が必要です。
　あなたの善意をお待ちしております。

日　時　７月14日（木）午前10時～11時30分（受付）
場　所　保健センター

　食 改の窓　食を通じた健康管理
No.100　にんじんと黄桃のヨーグルトゼリー

材　料

にんじん……½本
黄桃……90g
Ⓐ水…½カップ／スキムミルク

…大さじ３／砂糖…大さじ３
／レモン汁…大さじ½

プレーンヨーグルト…100g
Ⓑ粉ゼラチン…5g／水…大さじ２
ミント……適量

作り方

１ にんじんは薄切りにして軟らかく
ゆでる。

２ ①、黄桃の半量、Ａを合わせてミ
キサーにかける。

３ ②をボウルに移してヨーグルト、
湯せんで溶かしたＢのゼラチンを
加えて混ぜ、１㎝角に切った残り
の黄桃を加え、グラスなどの器に
流して冷やす。仕上げにミントを
飾る。

 第６班（奥山田）
廣垣トシヱさん

　季節的に美味
しくいただける
デザートです。
一度ご賞味くだ
さい。

（１人分） エネルギー 88kcal　蛋白質 3.7ｇ　脂質 0.9ｇ　カルシウム 85mg　塩分 0.1ｇ

■問 健康長寿課（☎88－6636）

食中毒予防の
　　三原則

菌を
　①つけない
　②増やさない
　③やっつける

活 動 内 容 氏　名（敬称略） 住　　　　所 電話番号

木版画・絵本・
紙芝居づくり　 清　水　貴美子 銘城台４－５ 88－3518

わら細工・竹細工等 藤　井　譲　次 緑苑坂35－1 88－0133

食　　　　　育 上　辻　容　子 岩山辻出25 88－2361

絵　　　　　画 西　田　幸　徳 銘城台18－13 88－3367

26－3211銘城台19－10田　邉　幸　藏講演（健康・福祉等）

23年６月補正予算
　12,663千円を追加

犯罪被害者等支援条例を制定
■問 総務課（☎88－6631）

　補正計上した主な事業は次のとおり。

●東日本大震災被災者等支援事業　399万７千円
　東日本大震災の被災者等を支援するため多方面か
らの施策を実施。①現地での職員派遣による支援活
動や②被災児童・生徒のホームステイを受け入れる
にあたっての就学費用の助成を行います。

●中小企業経営支援事業　100万円
　東日本大震災により売上が減少するなどの理由に
より、「京都府東日本大震災緊急融資」を受けた企
業の信用保証料および融資利子に対し補給金を交
付します。

●大腸がん検診推進事業　 101万２千円
　特定の年齢の方を対象に大腸がん検診の無料クー
ポン券を配布し、受診しやすい環境を整え受診促進
と健康意識の啓発を図ります。

　この条例は、犯罪の被害者やその遺族などが犯
罪などにより受けた身体的・精神的被害の回復と軽
減を図るため、支援していくことを定めたものです。
　支援内容は、相談窓口や支援連絡会議の設置・見
舞金の支給などです。なお、支援にあたっては、府
や警察などの関係機関と協力し、行っていくことと
しています。

■ 相　談

▽対　象　町内に住所を有する犯罪被害者やその遺
族など

▽内　容　町職員による相談、被害の状況に応じた
公的制度などの情報提供など

■ 見舞金支給

▽対　象　犯罪行為により被害にあった方またはそ
の遺族など※別途支給要件あり。詳細は
お問い合わせください。

▽ 支給額　遺族見舞金30万円・傷害見舞金10万円

今月の食改さん

■問 企画・財政課（☎88－6632）
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国保

40
歳
以
上
の
特
定
健
診

届
い
て
い
ま
す
か
受
診
券

７月～９月末まで

　

町
の
国
民
健
康
保
険
（
町
国

保
）
に
ご
加
入
の
40
歳
以
上
の

方
に
、
６
月
末
に
「
特
定
健
康

診
査
（
特
定
健
診
）」
の
受
診

券
（
び
わ
色
の
用
紙
）
を
郵
送

し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
の
受
診
期
間
は
、

７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

で
す
。
期
限
間
近
の
受
診
は
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
受

診
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
国
保
で
は
、
国
が
定
め
る

検
査
項
目
に
加
え
て
、
独
自
に

腎
機
能
や
肝
機
能
の
検
査
と
貧

血
検
査
の
ほ
か
、
心
電
図
検
査

を
全
員
に
行
う
項
目
と
し
て
設

定
し
、
疾
病
等
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
す
。

　

こ
の
特
定
健
診
の
結
果
を
も

と
に
、
内
臓
脂
肪
蓄
積
の
程
度

に
応
じ
て
、
特
定
保
健
指
導
の

対
象
者
を
選
定
し
ま
す
。

対
象　

40
歳
以
上
の
国
保
被
保

険
者
（
昭
和
11
年
８
月
１
日
～

昭
和
47
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の

方
）

実
施
期
間　

７
～
９
月

健
診
項
目

①
基
本
的
な
健
診
項
目
▼
診
察

（
問
診
・
身
体
計
測
・
理
学
的

所
見
・
血
圧
測
定
）
▼
尿
検
査

▼
脂
質
検
査
▼
肝
機
能
検
査
▼

腎
機
能
検
査
▼
代
謝
系
検
査
▼

貧
血
検
査
▼
心
電
図
検
査

②
医
師
の
判
断
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
追
加
す
る
項
目
▼
眼
底

検
査

自
己
負
担　

原
則
と
し
て
１
，０

０
０
円
（
※
70
歳
以
上
の
方
、

平
成
23
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
方
は
無
料
）

特
定
保
健
指
導
と
は

目
的　

健
康
状
態
を
自
覚
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
の
自

主
的
な
取
組
を
継
続
的
に
行
え

る
よ
う
に
し
ま
す
。

内
容　

健
康
的
な
生
活
に
自
ら

改
善
で
き
る
よ
う
、
対
象
者
に

町
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が

中
心
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
働

き
か
け
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

対
象
者
へ
の
連
絡　

特
定
健
診

後
、
保
健
指
導
が
必
要
な
方
に

個
別
に
案
内

自
己
負
担　

無
料

特
定
健
診
で
メ
タ
ボ

早
期
発
見
し
病
気
予
防

　

生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
有
病
者
や
そ

の
予
備
群
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
死
亡
は
、

死
亡
者
全
体
の
１
／
３
に
も
の

ぼ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
発
症
前
の
段
階
で
あ
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
強
く

疑
わ
れ
る
方
と
予
備
群
と
考
え

ら
れ
る
方
を
合
わ
せ
た
割
合
は
、

男
女
と
も
40
歳
以
上
で
高
く
、

女
性
で
は
５
人
に
１
人
、
男
性

で
は
２
人
に
１
人
と
い
う
割
合

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
放
置
し
て
お
く
と
、
動
脈

硬
化
を
進
行
。
心
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。
予
防
す
る
た
め
に

は
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
取
組

が
必
要
で
す
。
特
定
健
診
を
受

診
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

町
国
保
で
は
、「
病
気
を
予

防
す
る
」
観
点
か
ら
、
こ
の
特

定
健
診
を
対
象
者
の
方
全
員
に

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
身
の
健

康
管
理
の
た
め
に
、
年
に
一
度

の
受
診
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

　

75
歳
以
上
の
方
の
健
診　
事
前
申
込
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
～
10
月
末
に
受
診

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご

加
入
の
75
歳
以
上
の
方
の
健
診

を
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
期

間
で
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

左
下
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
戸

籍
・
保
険
課
に
申
込
み

受
診
方
法　

申
込
み
を
さ
れ
た

方
に
は
、
受
診
票
（
問
診
票
）

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
①
受
診

票
と
②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
２
点
を
持
っ
て
医
療

機
関
（
※
）
で
期
限
内
に
受
診
。

※
町
内
す
べ
て
の
医
療
機
関
で

利
用
可

対
象　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
被
保
険
者
（
昭
和

11
年
７
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の

方
）

受
診
期
間　

７
～
10
月

健
診
項
目

①
基
本
的
な
健
診
項
目
▼
診
察

（
問
診
・
身
体
計
測
・
理
学
的

所
見
・
血
圧
測
定
）
▼
尿
検
査

▼
脂
質
検
査
▼
肝
機
能
検
査
▼

腎
機
能
検
査
▼
代
謝
系
検
査
▼

貧
血
検
査
▼
心
電
図
検
査

②
医
師
の
判
断
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
追
加
す
る
項
目
▼
眼
底

検
査

自
己
負
担　

無
料

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

日
本
脳
炎　
　

　
　

予
防
接
種

　
17
～
21
年
度
未
接
種
者
は
特
例
も

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に

重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年

度
か
ら
21
年
度
ま
で
、
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
の
ご
案
内
を
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
（「
積
極
的

勧
奨
の
差
控
え
」）。
し
か
し
そ

の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
、
現
在
は
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
が
通
常
ど
お
り
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
か
ら
接
種
の

ご
案
内
を
再
開
し
、
今
年
度
は

３
・
９
・
10
歳
の
方
に
対
し
個

別
通
知
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
年
齢
で
接
種
を
ご

対
象
者　

６
か
月
以
上
７
歳
６

か
月
未
満
、
９
歳
以
上
13
歳
未

満
の
方

望
ま
し
い
接
種
時
期　

３
歳
で

２
回
、
４
歳
で
１
回
、
９
歳
で

１
回 標

準
的
な
接
種
の
場
合

予
防
接
種
法
改
正
で

対
象
に
な
っ
た
方　

特
例
対
象
者　

平
成
７
年
６
月

１
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ

接
種
時
期　

生
後
６
か
月
以
上

20
歳
未
満
の
間

■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６

３
６
）

高
校
２
年
生
も
追
加　　
　
　

麻
し
ん
・
風
し
ん　

　
　

予
防
接
種

　

平
成
20
～
24
年
度
に
限
っ
て
、

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
を

対
象
に
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
高
校
２
年
生
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

修
学
旅
行
で
海
外
に
行
く
機

会
が
あ
る
な
ど
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
健
康
長
寿
課
ま
で
。

接
種
期
限　

平
成
24
年
３
月
31

日■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６

３
６
）

● 子宮頸がん検診の対象者
年　齢 生 　 年 　 月 　 日

20　歳 平成２年４月２日～平成３年４月１日

25　歳 昭和60年４月２日～昭和61年４月１日

30　歳

35　歳

40　歳

昭和55年４月２日～昭和56年４月１日

昭和50年４月２日～昭和51年４月１日

昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

● 乳がん検診の対象者
年　齢 生 　 年 　 月 　 日

40　歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

45　歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日

50　歳

55　歳

60　歳

昭和35年４月２日～昭和36年４月１日

昭和30年４月２日～昭和31年４月１日

昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

　

対
象
者
に

　
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
発
行

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
左
の

対
象
者
の
う
ち
４
月
20
日
現
在

で
町
内
在
住
の
方
へ
、
６
月
末

日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

転
入
さ
れ
た
方
へ　

４
月
21
日

以
降
に
町
に
転
入
さ
れ
た
方
に

は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間　

７
月
１
日
～
平
成

24
年
２
月
29
日

■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６

３
６
）

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
長
寿

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　平成23年度
後期高齢者健康診査申込書

私は下記のとおり後期高齢者健康診査を
申し込みます。

平成　　　年　　　月　　　日

フリガナ

氏　　名

生年月日

住　　所

電話番号

男
女

明治・大正・昭和
　　　年　　月　　日（満　　歳）

　　　　　　－

宇治田原町

　平成23年度
後期高齢者健康診査申込書

私は下記のとおり後期高齢者健康診査を
申し込みます。

平成　　　年　　　月　　　日

フリガナ

氏　　名

生年月日

住　　所

電話番号

男
女

明治・大正・昭和
　　　年　　月　　日（満　　歳）

　　　　　　－

宇治田原町

キ
リ
ト
リ
線

キリトリ線 キリトリ線
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■問地域子育て支援センター
☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９時30分～午後４時）

＝７月の地域子育て支援センター事業＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

１ ２

８ ９７６５４３

15 16141312

22 232120191817

24 25 26 27

1110

28 29

まいまい赤ちゃん
ヨチヨチ広場
10：00～11：15
子育て支援センター

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
7月19日（火）10：00～正午
子育て支援センター

▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　11日（月）
　ぱぺっぽサークル
　20日（水）紙コップ風船
　（いずれも子育て支援センターにて）

　各広場の対象者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

30

親子健康体操

文化センター
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

水菜チヂミ
豆腐団子作り

保健センター
10：00～正午

親子クッキング 園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

元気はつらつ！ 若返り塾〔７月分〕

保健師です
■問保健センター（☎88－6636）

時　　　　間地　区　場　所 開　催　日

こんにちは

午前10時～正午

午前10時～正午

岩 山 会 館

荒 木（ や す ら ぎ 荘 ）

午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

午前10時～正午南 公 民 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時郷 之 口 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時立 川 公 民 館

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時奥 山 田 会 館

高 尾 公 民 館 午後２時～４時

４日（月）

４日（月）

７日（木）

11日（月）

13日（水）

14・28日（木）

11日（月）、20日（水）

８日（金）

21日（木）

７日（木）

８日（金）

毎年恒例！今年も秋の文化祭で舞台発表を行います。地区の垣根を越えて
一緒に練習に励んで成果を披露しましょう。練習は本番までに５回程予定。
仲間づくりの機会としてもぜひご参加ください。男性の参加もお待ちして
います。

　第１回練習　 ７月13日（水）
　　　　　　　 午後２時30分～３時45分
　　　　　　　（受付２時から）

　場　所　総合文化センター研修室１
　持ち物　薄手のバスタオル・飲み物

■問・■申 在宅介護支援センター（☎88－5784）・各地区の体操時

スライム作り

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

子育てのヒント
積極的な子どもを育てる言葉

　お子さんに、こんな言葉かけをしていませんか？
　ちょっとした言葉かけでお子さんは変わりますよ

「どうせできないのにやめとき」　⇒　「やってみよう！」

「できるわけないでしょ。」　⇒　「きっとできるよ !」

「ほらだめだったじゃない。」　⇒　「もうすぐ出来るようになるね。」

「ちがうってゆーてるでしょ！」　⇒　「よくがんばったね。」

「なん回ゆーたらわかるの！」　⇒　「～はうまくいったね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうしたらもっとうまくいくんじゃない？」

「ムリやってゆーたでしょ。」　⇒　「上手に～してね。」

言われたことができたとき、

　「当たり前でしょ。」　⇒　「ありがとう！助かるわ。」

わらべうた

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい赤ちゃん
ネンネ広場

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

健診から健康づくりを始めましょう!

　元気はつらつ！若返り塾
　　　　　　　～舞台発表参加者募集～

シャボン玉

まるやま交流館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

７月生まれお誕生会
お年寄りとの触れ合い

郷之口会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

松本行紀先生
による親子体
操
お子様お預か
りします。

　　今月の保健･予防案内
マタニティ教室（パパママ編）（※要予約）
　３日（日）　午前９時45分～正午
献血
　14日（木）　〈受付〉午前10時～11時30分
乳児健康診査　
　19日（火）　〈受付〉午後１時～１時30分
三歳児健康診査　
　29日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
一般･乳幼児健康相談（※要予約）
　12日（火）、26日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時

場所 いずれも保健センター

＜健診でメタボ発見＞
　生活習慣病は沈黙の病気（サイレント・ディジーズ）と言われています。自覚症状
がほとんどないため、知らない間に高血圧や高脂血症、高血糖などが進行し、気
づいたときには致命的な合併症が引き起こされていることもあるのです。
　年に１回、健診を受けて生活習慣病の早期発見を。

＜健診の結果をいかしていますか？＞
　健診を受けただけで安心していませんか？

「お腹周りが基準値より大きかったけど、ほかの検査データは境界域で、来年の健
診で様子をみましょうという結果だった。要精密検査にはならなかったし、よかっ
た～」という人いませんか？？これは立派なメタボリックシンドロームの状態で、
動脈硬化が始まっている状態です！放っておかず、不健康な生活習慣を見直して
みましょう！

※月２回、保健センターでは一般健康相談日を設けています。毎月、下欄に予定
を掲載していますので、ぜひご利用ください。

※いつ、どこで、どんな健（検）診が受けられるか、自分でチェックしておきましょう。

野菜のお茶
作りなど楽
しい事が
いっぱい !!
・雨天決行

持ち物
・エプロン
・三角巾

野草摘み
アウトドアの楽しみ方

保育所園庭・他
10：00～正午

アウトドア
クッキング

午後２時～３時45分総合文化センター研修室１（地域交流会） １日（金）
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７月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　１　２
３　４　５　６　７　８　９
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
　　25　26　27　28　29　30

 
今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

『
す
べ
て
の
仕
事
を
紙
１
枚
に

ま
と
め
て
し
ま
う
整
理
術
』

　
　
　
　
　

高
橋　

政
史
／
著

　

仕
事
を
し
て
い
て
こ
ん
な
こ

と
が
よ
く
あ
る
。
書
類
を
最
小

限
に
と
机
の
上
に
並
べ
て
も
、

気
が
つ
く
と
机
の
上
い
っ
ぱ
い

に
フ
ァ
イ
ル
や
紙
切
れ
ら
が
無

限
に
広
が
っ
て
い
く
。

　

そ
ん
な
時
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
の
が
こ
の
本
で
す
。
ど

ん
な
に
複
雑
な
仕
事
で
も
、
シ

ン
プ
ル
に
紙
一
枚
に
す
べ
て
を

ま
と
め
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

方
法
を
身
に
付
け
る
と
、
今
後

の
仕
事
に
き
っ
と
役
立
つ
は
ず
。

共
感
す
る
方
は
一
読
を
！

生
活
・
相
談

24
31

ご
存
じ
で
す
か　
　
　
　
　

心
の
教
育
相
談
室

　

教
育
委
員
会
で
は
学
校
生
活

や
家
庭
に
問
題･

悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
方
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
専
門
的
な
支
援
を
必
要

と
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
お
繋

ぎ
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
週
月
・
木
・
金
曜

日　

午
後
１
時
～
５
時

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
相
談

専
用
電
話
☎
８
８-

３
９
２
２
）

高
校
通
学
補
助
金
制
度　　
　

定
期
の
写
し
を
忘
れ
ず
に
！

　

町
内
に
在
住
し
、
高
校
（
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
を
含

む
）
に
バ
ス
通
学
を
し
て
い
る

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
通
学

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
毎
年
１
月
に
教
育
委

員
会
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
ご
使
用
の
「
通
学
定

期
の
写
し
（
各
学
期
・
各
月
分
）

等
」
が
必
要
で
す
。
期
限
の
終

了
し
た
定
期
券
は
返
却
す
る
前

に
必
ず
写
し
（
現
物
可
）
を
残

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は『
町

民
の
窓
12
月
号
』
に
掲
載
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
助
成　
　
　

　

火
災
の
発
生
を
早
期
に
知
ら

せ
る
た
め
、
各
世
帯
に
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
65
歳
以
上

の
単
身
世
帯
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
を
対
象
に
、
火
災
警
報
器

の
設
置
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
手
元
に
領
収
書
を
お
持

ち
の
方
に
、
１
基
に
つ
き
必
要

経
費
の
１
／
２
（
上
限
２
，５

０
０
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６

６
３
６
）

認
知
症
介
護
相
談
会

　

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
は
認

知
症
の
知
識
や
介
護
技
術
だ
け

で
は
補
え
な
い
大
変
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
」
か
ら
相
談
員
を
招

い
て
、
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
実
際
に
認
知
症
の
家
族

を
介
護
し
た
相
談
員
と
、
普
段

抱
え
て
い
る
悩
み
や
疑
問
な
ど

を
話
し
て
、
ス
ト
レ
ス
発
散
を

し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
22
日
（
金
）・
27
日

（
火
）
午
前
10
時
～
正
午
と
午

後
１
時
～
３
時
の
２
部
制

定
員　

各
日
４
名
（
午
前
の
部

２
名
、
午
後
の
部
２
名
）

申
込
期
限　

７
月
15
日
（
金
）
定

員
に
な
り
次
第
締
切

■問
・
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-
３
７
１
９
）

難
病
相
談（
神
経
系
）

日
時　

７
月
12
日
（
火
）　

午

後
１
時
～
３
時
30
分
（
受
付
）

場
所　

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
京
田
辺
市
）

対
象　

神
経
難
病
や
そ
の
疑
い

が
あ
る
方
と
そ
の
家
族

＊
神
経
難
病
と
は
、
運
動
に
関

わ
る
脳
や
神
経
の
神
経
細
胞

の
変
性･

消
失
に
よ
る
、
手
の
振

る
え
や
歩
行
障
害
な
ど
で
す
。

内
容　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師　

南
京
都
病
院
神
経

内
科
診
療
部
長　

杉
山
博
さ
ん

定
員　

６
名
（
要
予
約
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
５
）

　

こ
ち
ら

　

消
費
生
活

相
談
窓
口
で
す

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　

12
・
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

７
月
の
消
費
生
活
相
談
日

７
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
者

通
院
交
通
費
支
給
制
度

　

京
都
府
で
は
、
じ
ん
臓
機
能
に

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
、
医

療
機
関
で
慢
性
透
析
療
法
を
受

け
る
た
め
、
月
額
１
万
円
を
越

え
る
通
院
交
通
費
（
バ
ス
・
電

車
等
の
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
）

を
支
払
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
越
え

た
額
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
医
療
機
関
で
の
通

院
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。
制
度

の
詳
細
・
手
続
き
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
７
月
６
・

13
・
20
・
27
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

『
フ
ィ
ー
ト
は　

は
し
る
』

ビ
ビ･

デ
ュ
モ
ン･

タ
ッ
ク
／
文

ノ
エ
ル･

ス
ミ
ッ
ト
／
絵

　

フ
ィ
ー
ト
の
一
途
の
思
い
を

か
な
え
て
あ
げ
た
い
。
そ
れ
は

走
り
た
い
と
い
う
こ
と
。「
風

が
じ
ゃ
ま
を
し
て
だ
め
な
ん
だ
。

お
ま
け
に
仲
間
た
ち
は
僕
の
足

を
引
っ
張
ろ
う
と
す
る
。」

　

で
も
、
フ
ィ
ー
ト
は
負
け
な

か
っ
た
。
走
る
た
め
に
最
後
に

フ
ィ
ー
ト
が
と
っ
た
行
動
と
は
？

７月の図書館

休館日　毎週火曜日
　18日（月）（海の日）
　28日（木）（館内整理日）
おはなし会
　① ９ 日（土） 11：00～
　②23日（土） 11：00～

info

■問 町立図書館（☎88－5852）

◇
◇　
　
　
　
　
　

◇
◇　
　
　
　
　
　

◇
◇　
　
　
　
　
　

◇
◇

「いよいよ夏
です! 海特集」
を始めます!
　お待たせしました。
図書館はシステムも
気分も一新。本日よ
り開館です。
　今回の特集展示は

『いよいよ夏です！
海特集』。
　いろんな海の本を
集めました。
　ぜひお越しください。

読
ん
で
み
た
い

こ
の
一
冊

１
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

13
日
（
水
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
木
津
川
市
役
所
北
別
館

８
・
22
日
（
金
）
午
後
４
時
～

７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

５
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４
２

６
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
一
人
親

家
庭
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ

う
！
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

一
人
親
家
庭
の
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
さ
ん
と
保
護
者

の
方

日
時　

８
月
４
日
（
木
）　

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
頃

行
き
先　

滋
賀
方
面
（
国
立
印

刷
局
・
彦
根
工
場
と
長
浜
黒
壁

ス
ク
エ
ア
）

集
合　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
当

日
徴
収
）

持
ち
物　

水
筒

申
込
締
切　

７
月
19
日
（
火
）

協
力　

民
生
児
童
委
員
協
議
会

■問
・
■申
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

８
８-

３
２
９
４
・
FAX
８
８-

４
０
９
４
）

　

社
協
通
信

　

第
　

45
　

回

一
人
親
家
庭
の
つ
ど
い

　

音
楽
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
会
場
】
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

　
　

日　

時　

７
月
30
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時

　
　

出　

演　

ア
ロ
ハ
ウ
ク
レ
レ
・
ブ
リ
ー
ズ

　
　

演
奏
曲　

童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど

■問
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
８
８-

５
８
５
１
）
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み
ん
な
で
宇
治
田
原
の　

　

環
境
と
自
然
を
考
え
よ
う

　
　
　

田
原
川
の
生
き
物
た
ち

お
知
ら
せ

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

京
都
府
開
庁
記
念
日
記
念
式
典

　

市
町
村
・
地
域
自
治
功
労
者
表
彰

　
　
　

奥　

田　

光　

治
さ
ん

（
市
町
村
長
）

　
　
　

弦　

川　

孝　

治
さ
ん

（
議
会
議
員
）

　
　
　

上　

辻　

勝　

美
さ
ん

（
行
政
委
員
会
委
員
）

近
畿
少
年
補
導
功
労
者
等
表
彰

　
　
　

綴
喜
地
区
青
少
年
問
題
連
絡
協
議
会
（
＝
今
西
峰
和
会
長
）

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

優
秀
賞　

田
川
房
子
さ
ん

・
菖
子
さ
ん

親
子

募　

集

講
座
・
教
室

日
時　

８
月
４
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

場
所　

役
場
前
駐
車
場
集
合

内
容　

田
原
川
に
入
り
、
川
の

生
き
物
や
水
質
を
調
査

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者（
親

子
で
の
参
加
可
）

講
師　

環
境
生
物
研
究
会
会
長

阪
本
伊
三
雄
さ
ん

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

日
時　

７
月
27
日
（
水
）・
29

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
和

室内
容　

ゆ
か
た
の
着
方
、
着
せ

方
、
各
種
帯
結
び
の
基
本
を
楽

し
く
学
ぶ

講
師　

宇
佐
美
ま
り
さ
ん

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
女
性

定
員　

10
名

受
講
料　

無
料

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

住
民
プ
ー
ル　　
　

　

７
月
15
日
オ
ー
プ
ン
！

期
間　

７
月
15
日
（
金
）
～
８

月
31
日
（
水
）

※
毎
週
火
曜
日
は
休
場

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

入
場
料　

▼
大
人
＝
２
０
０
円

▼
小
・
中
学
生
＝
１
５
０
円
▼

小
人
＝
１
０
０
円

※
小
人
は
保
護
者
の
付
き
添
い

必
要

※
障
が
い
者
と
し
て
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
、
入
場
料
免

除
。
障
害
者
手
帳
等
証
明
で

き
る
も
の
を
提
示
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
の
際
は
付
き
添

い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４

５
６
７
）

熱
中
症
に
ご
注
意
を

　

熱
中
症
は
、
特
に
気
温
・
湿

度
が
高
く
、
風
が
無
い
と
き
に

激
し
い
運
動
な
ど
を
行
う
と
、

筋
肉
か
ら
大
量
の
熱
の
発
生
や
、

脱
水
な
ど
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

重
度
に
な
る
と
、
意
識
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

　

今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
熱
中
症
の
予
防
に
次
の
３

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
①
体

調
の
悪
い
と
き
の
外
出
は
控
え

る
②
吸
収
性
や
通
気
性
の
よ
い

服
装
に
す
る
③
の
ど
が
渇
く
前

に
こ
ま
め
に
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
で
水
分
を
補
給
す
る
。

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４

５
６
７
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
・
認
定
試
験　　

　

公
共
下
水
道
や
町
が
設
置
し

た
浄
化
槽
へ
接
続
す
る
た
め
の

宅
内
排
水
設
備
工
事
は
、
町
指
定

工
事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
指
定
工

事
店
の
指
定
要
件
と
な
る
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
更
新

講
習･

認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
更
新
講
習

申
請
書
類　

日
本
下
水
道
協
会

京
都
府
支
部
よ
り
更
新
対
象
者

に
送
付

受
付
期
間　

７
月
４
日
（
月
）
～

19
日
（
火
）

受
付
場
所　

上
下
水
道
課
（
水

道
庁
舎
２
階
）

更
新
講
習
日
・
場
所　

10
月
14

日
（
金
）・
京
都
会
館
第
二
ホ
ー
ル

◇
認
定
試
験

申
請
書
配
布
・
受
付
場
所　

上

下
水
道
課
（
水
道
庁
舎
２
階
）

受
付
期
間　

７
月
４
日
（
月
）
～

19
日
（
火
）

受
験
講
習
日　

11
月
６
日（
日
）

認
定
試
験
日　

11
月
13
日（
日
）

講
習
・
試
験
場
所　

い
ず
れ
も

京
都
Ｊ
Ａ
会
館

■問
・
■申
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３
３
７
）

今
月
か
ら
犬
・
猫
の

引
取
会
場
が
変
更　

※
宇
治
田
原
町
役
場
で
の
引
取

り
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

犬・猫の引取場所
引 取 場 所 曜　日 時　　　　間

山城北保健所 月曜日 午前９時～正午

八 幡 市 役 所

火曜日

午前９時45分～10時

京田辺市役所 午前10時30分～10時45分

午後１時50分～２時10分城 陽 市 役 所

久御山町役場 午後２時40分～３時

■問
府
生
活
衛
生
課
（
☎
０
７
５-

４
１
４-

４
７
６
３
）

人
権
標
語
作
品
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
と
人
権
意
識
の
高
揚
を
め
ざ

し
、人
権
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

小
学
５
年
生
以
上

の
町
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
内
容　

人
権
の
大
切
さ
や

思
い
や
り
、
差
別
や
い
じ
め
の

根
絶
、
命
の
尊
さ
な
ど
、
人
権

啓
発
に
関
す
る
標
語

部
門　
「
小
学
生
」「
中
学
生
」

「
一
般
」
の
３
部
門

応
募
点
数　

制
限
な
し

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
ま
た

は
別
紙
に
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号

（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）

を
記
入
の
う
え
、
Ｅ
メ
ー
ル
・

郵
送
・
持
参

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
金
）
～

９
月
30
日
（
金
）〔
※
当
日
消

印
有
効
〕

表
彰　

部
門
別
に
数
点
、
入
選

作
品
を
選
定
。
入
選
者
に
は
賞

状
・
記
念
品
を
贈
呈
。
12
月
上

旬
の「
第
３
回
人
権
の
つ
ど
い
」

で
表
彰

そ
の
他　

▼
作
品
は
自
作
か
つ

未
発
表
の
も
の
に
限
る
▼
入
選

作
品
の
著
作
権
は
町
に
帰
属
す

る
▼
応
募
作
品
の
返
却
は
し
な

い
▼
応
募
作
品
は
人
権
週
間
に

合
わ
せ
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
展
示
▼
入
選
作
品
は
啓
発
物

品
に
活
用
予
定

■問
・
■申
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６

３
１
・
〒
６
１
０-

０
２
８
９

荒
木
西
出
10
番
地
・
Ｅ
メ
ー
ル

soum
u@

tow
n.ujitaw

ara.
kyoto.jp

）

ギャラリーバス
展示作品募集

　

福
祉
バ
ス
「
な
ご
み
号
」
車

内
に
絵
画
を
展
示
し
、「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
バ
ス
」
と
し
て
運
行
し

ま
す
。
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん

の
楽
し
い
絵
画
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
の
就
学

前
の
児
童

募
集
枚
数（
人
数
）　

４
枚（
名
）

絵
画
サ
イ
ズ　

Ｂ
３
（
縦
36
㎝

×
横
51
㎝
）
以
内

絵
画
テ
ー
マ　

敬
老
の
日
に
ち

な
ん
だ
作
品

運
行
予
定
月　

９
月（
１
か
月
間
）

展
示
場
所　

福
祉
バ
ス
「
な
ご

み
号
」
車
内
広
告
枠

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
金
）
～

26
日
（
火
）

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
応

募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

保
護
者
の
氏
名
・
連
絡
先
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
郵
送

ま
た
は
持
参

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選

考
に
よ
り
展
示
作
品
を
決
定
。

展
示
さ
れ

る
絵
画
は
、

事
前
に
応

募
者
に
連

絡
■問
・
■申
企
画
・

財
政
課
（
☎

８
８-
６
６

３
２
）

　
宇
治
田
原
の
名
産
品
・
キ
ュ
ウ
リ

モ
ニ
タ
ー
通
信

広
報
モ
ニ
タ
ー
（
岩
山
区
）　

阪　

本　

伊
三
雄 

さ
ん　

　

キ
ュ
ウ
リ
は
漢
名
で
、胡
瓜
・

黄
瓜
・
木
瓜
と
表
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
宇
治
田
原
で
は
、
お
茶

と
並
ん
で
名
高
い
ミ
ズ
ナ
（
水

菜
）
と
キ
ュ
ウ
リ
。

　

ウ
リ
科
の
植
物
で
、
一
年
生

の
果
菜
類
で
す
。
イ
ン
ド
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
麓
に
野
生
す
る
ク
ク

ミ
ス
・
ハ
ル
ド
ウ
ィ
キ
ィ
が
原

種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

漢
の
時
代
に
中
国
へ
入
り
、

日
本
へ
は
平
安
時
代
の
初
期
に

渡
来
し
、「
和
名
類
聚
抄
（
わ

み
ょ
う
る
い
し
ょ
う
し
ょ
う
）」

に
は
、
木キ

宇ウ

利リ

や
曾ソ

波バ

瓜ウ
リ

と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
京
都
は
祗
園
祭
で

す
が
、
八
坂
神
社
の
神
紋
は
、

窠か

と
木
瓜
で
す
。
俗
説
に
は
祗

園
の
神
が
キ
ュ
ウ
リ
の
う
え
に

降
臨
し
た
の
で
、
そ
の
窠
の
断

面
模
様
を
神
紋
に
さ
れ
た
と
伝

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
祗
園
社
の
氏
子

は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
な
い
風

習
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
と
い
っ
て
も
キ
ュ
ウ
リ

の
糠
漬
け
（
ド
ボ
漬
け
）
が
お

い
し
く
、
ま
た
浅
く
塩
漬
け
し

た
一
本
を
井
戸
水
や
氷
水
で
冷

や
し
た
の
を
ポ
リ
ポ
リ
か
じ
る

の
は
、
実
に
ウ
マ
イ
で
す
ね
。

　
〝
胡
瓜
も
み　

チ
リ
メ
ン

ジ
ャ
コ
の
夕
餉
か
な
〟
と
吟
ん

だ
り
、〝
ピ
ク
ル
ス
や
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
の
供
と
な
り
〟
と
、
東

西
料
理
の
食
材
に
よ
く
合
い
ま

す
。

　

河
童
は
キ
ュ
ウ
リ
が
大
好
物

で
、
寿
司
の
カ
ッ
パ
巻
き
は
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
、
種
子
を
採

る
た
め
晩
秋
ま
で
、
ぶ
ら
り
と

大
き
く
茶
色
の
も
の
を
、
イ
タ

チ
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す

ね
。
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Ｃ
Ｍ
を
見
て

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

最
近
テ
レ
ビ
で
、『
心
は
誰

に
も
見
え
な
い
け
れ
ど
心
遣
い

は
見
え
る
。
思
い
は
見
え
な
い

け
れ
ど
思
い
や
り
は
誰
に
で
も

見
え
る
。』と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
が
よ
く
流
れ
ま
す
。

　

電
車
の
中
で
妊
婦
さ
ん
に
席

を
譲
る
シ
ー
ン
で
『
心
は
…
』、

階
段
を
上
が
る
お
ば
あ
さ
ん
を

男
子
学
生
が
介
添
え
す
る
シ
ー

ン
で
『
思
い
は
…
』
と
い
う
セ

リ
フ
が
流
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
セ
リ
フ
は
、
宮
澤
章
二

さ
ん
の
著
書
『
行
為
の
意
味
… （123）茶

さ

論
ろ ん

青
春
前
期
の
き
み
た
ち
に
』
と

い
う
本
に
書
か
れ
て
い
る「
詩
」

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
は
温
か
い
気
持
ち
や

優
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る

つ
も
り

4

4

4

を
し
て
い
て
も
な
か
な

か
行
動
に
現
せ
な
い
で
い
る
こ

と
が
あ
る
。

　

宮
澤
さ
ん
は
「
心
も
思
い
も

行
為
に
な
っ
て
こ
そ
美
し
い
も

の
で
あ
り
初
め
て
意
味
が
あ
る

も
の
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
行
動

に
現
し
て
こ
そ
人
と
し
て
生
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し

い
と
若
者
に
呼
び
か
け
ま
す
。

　

宮
澤
章
二
さ
ん
は
、
大
正
生

ま
れ
の
詩
人
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
よ
く
歌
わ
れ
ま
す
『
♪
ジ
ン

グ
ル
ベ
ル
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
鈴
が

鳴
る
…
』
の
作
詞
者
で
す
。

　

広
告
し
て
い
る
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ

ン
は
、
広
告
を
通
し
て
、
よ
り

よ
い
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て

い
る
公
益
社
団
法
人
で
、
こ
れ

に
賛
同
す
る
企
業
の
会
費
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
通

し
て
、
お
互
い
に
助
け
合
い
支

え
合
う
社
会
づ
く
り
の
推
進
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災

で
、
地
域
で
互
い
に
助
け
合
う

「
共
助
」
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
共

助
の
根
底
に
は
「
人
を
思
い
や

る
心
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
心

は
、
あ
る
日
突
然
現
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
日
常
に
お
け
る
人

と
人
の
絆
が
強
く
深
ま
っ
て
い

く
中
で
育
ま
れ
ま
す
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

　

何
年
振
り
か
、
わ
か
ら
な
い

ぐ
ら
い
に
久
し
ぶ
り
に
、
お
家

に
七
夕
飾
り
が
。

　

短
冊
を
渡
さ
れ
た
も
の
の
、

何
を
書
こ
う
か
と
…
。
な
か
な

か
思
い
つ
か
な
い
。

　

結
局
「
過
ご
し
や
す
い
夏
に

し
て
く
だ
さ
い
」
に
。

　

家
族
か
ら
は
失
笑
に
近
い
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

こころを整える～文化発
ほっ

心
しん

第26回国民文化祭･京都2011
開催まであと

か月

 

４平成23年10月30日㈰
宇治田原町総合文化センター
さざんかホール

＂永谷宗圓『茶』俳句賞表彰式＂
＂室内楽フェスティバル（ハープ）＂

第26回国民文化祭
～室内楽フェスティバル（ハープ）～

開催記念事業

前売チケット
好評発売中!

加藤登紀子コンサート
　ゲスト：内田奈織　（グランドハープ）

日　時　８月20日土
　　　　　開場 午後６時
　　　　　開演 午後６時30分

会　場　総合文化センター さざんかホール
前売券：4,000円（当日券：500円増）

※ＵＰ満点カード５枚とチケット１枚交換。
　（総合文化センターでのみ、先着200席分）
※未就学児の入場はご遠慮ください

全席指定

【前売チケット発売所】
　本と文具つかたに・大辻百貨店・山利呉服店
■問 総合文化センター （☎88－5851）

西浦陽
ひな

太
た

ちゃん〈1ヵ月〉

みんながひなたんを待ってた
よ♪　沢山の幸せありがとう

（パパ・ママより）
お誕生日おめでとう。
いっぱい遊びに行こうネ 

（とっと＆かっか）

岩本侑
ゆう

樹
き

ちゃん〈1才〉

時田京
きょう

果
か

ちゃん〈1才〉

これからもいつものかわいい
笑顔で元気に育ってね☆ 

（パパ・ママより）

木元彪
ひゅう

雅
が

ちゃん〈3才3ヵ月〉

　　銀
ぎん

志
じ

ちゃん〈2ヵ月〉

彪くん銀くん仲の良い兄弟
になってね。

（パパより）

田中瑛
えい

奈
な

ちゃん〈2ヵ月〉

明るく優しい子に育ってね
（お父さんお母さんより。）

対　　象　乳幼児
必要事項　写真を貼付のうえ、メール本文に

子どもの氏名（ふりがな）と年齢
（○歳○ヵ月）とメッセージ（25
文字以内）

備　　考　紙面の都合上、掲載できない場合
がありますのでご了承ください。

送 信 先　info@town.ujitawara.kyoto.jp
　　　　　（総務課広報アドレス）

□携帯カメラでハイチ～ズ
テ ー マ　自由（公序良俗に反しないもの）
必要事項　写真を貼付のうえ、簡単な説明文
　　　　　　（25文字以内）と住所･氏名を明記

　「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
児
た
ち
か
ら
七
夕
飾
り
贈
呈

６　／　22

６　／　24

ま
ち
か
ど　
ほ
っ
と
ナ
ウ　

ま
ち
か
ど　
ほ
っ
と
ナ
ウ　

　

町
立
保
育
所
（
＝
谷
口
郁
子
所
長
・
年

長
ク
ラ
ス
36
名
）
と
う
ぐ
い
す
宇
治
田
原

幼
稚
園
（
堀
陽
子
園
長
・
38
名
）
の
園
児

た
ち
が
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
七
夕
飾
り
を
役
場

に
届
け
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
短
冊
に
は
、「
じ
て
ん

し
ゃ
に
の
れ
ま
す
よ
う
に
」
や
「
じ
し

ん
、
か
じ
、
つ
な
み
が
お
こ
り
ま
せ
ん
よ

う
に
」
な
ど
の
願
い
ご
と
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
を
出
迎
え
た
奥
田
町
長
は

「
お
家
の
人
の
お
手
伝
い
を
１
つ
し
て
く

だ
さ
い
ね
」
と
お
願
い
。
園
児
た
ち
は

「
は
ぁ
い
」
と
元
気
よ
く
約
束
し
ま
し
た
。

　

じ
ゃ
が
い
も
か
ら
ト
マ
ト
の
実
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
の
家
庭
菜
園

　

荒
木
の
家
庭
菜
園
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
つ
る
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
よ
う
な
実

が
な
り
ま
し
た
。

　

所
有
者
の
満
武
輝
義
さ
ん
は
「
何

年
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
っ
て
き
た
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
」と
ビ
ッ
ク
リ
。

　

つ
る
に
な
っ
た
実
は
、
直
径
約
２

㎝
の
緑
色
。
へ
た
が
星
形
と
ト
マ
ト

に
そ
っ
く
り
。

　

京
都
府
山
城
北
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
「
じ
ゃ
が
い
も
の
花

が
、
蜂
な
ど
の
昆
虫
を
介
し
て
受
粉
し

て
実
に
な
っ
た
も
の
。
品
種
に
よ
っ
て

は
珍
し
い
事
例
」で
あ
る
よ
う
で
す
。

ルールを守って楽しい花火
－花火遊びは、迷惑にならない
　　　　　場所と時間と後始末－

● 花火に書いてある遊び方をよく
読み、必ず守りましょう。

●人や家に向けたり、燃えやすいも
のがある場所で遊んだりしないよ
うにしましょう。

●大人と一緒に遊びましょう。
●水の用意は忘れずに！
●たくさんの花火に、一度に火をつ
けないようにしましょう。

● 衣服に火がつかないように注意
しましょう。

●火が途中で消えたようでも決して
のぞかないこと。

■問 宇治田原分署（☎88－5500）

・


